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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年12月10日(2020.12.10)

【公開番号】特開2019-103580(P2019-103580A)
【公開日】令和1年6月27日(2019.6.27)
【年通号数】公開・登録公報2019-025
【出願番号】特願2017-237105(P2017-237105)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】令和2年10月29日(2020.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者に有利な特別遊技を行うか否かの判定を行う判定手段と、
　前記判定の結果に基づいて、所定の表示手段を含む演出手段を用いて所定の演出を実行
可能な演出実行手段と、を備え、
　前記演出実行手段は、
　　前記特別遊技が行われる可能性が高いことを示唆する後段演出を実行可能であり、
　　前記後段演出の前に、複数のオブジェクトを前記表示手段に表示させる前段演出を実
行することがあり、
　前記複数のオブジェクトの各オブジェクトには、遊技者が識別可能な識別情報が含まれ
、
　前記前段演出には、前記複数のオブジェクトの前記識別情報が前記後段演出の内容を示
唆する組み合わせとなり且つ前記複数のオブジェクトの全てに第１の色が含まれる第１の
前段演出と、前記複数のオブジェクトの前記識別情報が前記後段演出の内容を示唆する組
み合わせとなり且つ前記複数のオブジェクトの全てに第２の色が含まれる第２の前段演出
と、前記複数のオブジェクトの前記識別情報が前記後段演出の内容を示唆する組み合わせ
となり且つ前記複数のオブジェクトの一部のオブジェクトに前記第１の色が含まれて他の
オブジェクトに前記第２の色が含まれる第３の前段演出と、があり、
　前記第１の前段演出が実行されたときと、前記第２の前段演出が実行されたときと、前
記第３の前段演出が実行されたときとで、前記特別遊技が行われる確率が互いに異なる、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本明細書に開示される遊技機は、遊技者に有利な特別遊技を行うか否かの判定を行う判
定手段と、前記判定の結果に基づいて、所定の表示手段を含む演出手段を用いて所定の演
出を実行可能な演出実行手段と、を備え、前記演出実行手段は、前記特別遊技が行われる
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可能性が高いことを示唆する後段演出を実行可能であり、前記後段演出の前に、複数のオ
ブジェクトを前記表示手段に表示させる前段演出を実行することがあり、前記複数のオブ
ジェクトの各オブジェクトには、遊技者が識別可能な識別情報が含まれ、前記前段演出に
は、前記複数のオブジェクトの前記識別情報が前記後段演出の内容を示唆する組み合わせ
となり且つ前記複数のオブジェクトの全てに第１の色が含まれる第１の前段演出と、前記
複数のオブジェクトの前記識別情報が前記後段演出の内容を示唆する組み合わせとなり且
つ前記複数のオブジェクトの全てに第２の色が含まれる第２の前段演出と、前記複数のオ
ブジェクトの前記識別情報が前記後段演出の内容を示唆する組み合わせとなり且つ前記複
数のオブジェクトの一部のオブジェクトに前記第１の色が含まれて他のオブジェクトに前
記第２の色が含まれる第３の前段演出と、があり、前記第１の前段演出が実行されたとき
と、前記第２の前段演出が実行されたときと、前記第３の前段演出が実行されたときとで
、前記特別遊技が行われる確率が互いに異なる、ことを特徴としている。
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